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Reconstruction of high resolution image by applying super

resolution using deep learning for PET image applying smoothing

filter
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【目的】標本化によって失われる高周波数帯域の情報を推定した再標本化手法である超解像は，対象とする画像

の折り返り成分を切っ掛けに高解像度画像を再構築するため，平滑化処理を適用した画像に対して適用すること

が困難である．しかし，核医学検査の画像は統計ノイズの影響が大きいため，画像再構成の過程に平滑化処理が

必須とされており，平滑化フィルタにより統計ノイズの影響を低減している．今回，臨床検査への適用を鑑

み，平滑化処理を適用した PET画像に対して深層学習を用いた超解像を適用し，理想的な高解像度画像の再構築

を目指す． 

 

【方法】超解像を適用することで標本化によって失われる高周波数帯域の情報を推定した高解像度画像の再構築

が可能となっているのかを検証するために，18F-FDGとアミロイドイメージング剤を用いた脳 PET撮像のための

ファントム試験手順書に従って撮像した PET画像を用いた．処理前後の画像を Peak Signal to Noise Ratio（

PSNR）および Power Spectrum Density（ PSD）を用いて元画像への復元度および再構築した高解像度画像の周

波数特性を評価した． 

 

【結果】平滑化処理を適用した画像に対する深層学習を用いた超解像を適用した画像の PSNRは高い値を示し

た．元画像に対する深層学習を用いた超解像を適用し画像の PSDは理想的な形状を示した． 

 

【結論】 PET画像に深層学習を用いた超解像を適用することで，平滑化処理を適用した画像に対しても標本化に

よって失われる高周波数帯域の情報を推定した高解像度画像が再構築できる可能性が示唆された．


